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はじめに

は
じ
め
に

東
ア
ジ
ア
に
は
、
著
名
な
敦
煌
写
経
を
始
め
と
し
て
、
千
数
百
年
以
前
の
書
写
経
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
日
本

に
も
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
書
き
写
さ
れ
た
佛
典
（
上
代
写
経
）
が
幸
い
に
も
残
存
し
て
い
る
。
千
二
百
年
以
上
前
の
紙

本
が
現
在
ま
で
伝
世
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
世
界
的
に
希
少
で
あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
佛
典
を
写
し
た
人
物
・
年
月
日
、

写
経
に
こ
め
た
願
い
を
書
き
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
写
経
の
奥
書
に
あ
た
る
部
分
を
「
識
語
」
と
呼
称
す
る
こ

と
と
す
る
。
製
作
動
機
を
明
記
し
て
い
る
識
語
は
、
当
時
の
人
々
の
思
考
や
社
会
背
景
を
探
る
こ
と
が
可
能
な
第
一
次

史
料
で
あ
る
。

上
代
の
写
経
は
そ
の
古
さ
・
書
体
の
す
ば
ら
し
さ
が
美
術
史
の
分
野
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
飛
鳥
・

奈
良
時
代
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
金
石
文
や
木
簡
と
比
べ
る
と
き
、
写
経
の
識
語
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
進
展
さ
せ
る

余
地
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
一
九
世
紀
の
養
鸕
徹
定
以
来
、
古
写
経
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
少
な
く
な
い
。『
寧
楽
遺
文
』
や
『
日
本

古
写
経
現
存
目
録
』
な
ど
で
識
語
の
集
成
が
行
わ
れ
、
鮮
明
な
図
版
を
掲
載
し
た
図
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
識
語
本
文
に
関
し
て
は
翻
刻
・
句
読
の
誤
り
が
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
統
一
し
た
注
釈
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

特
殊
な
字
体
や
佛
教
語
を
交
え
た
漢
文
か
ら
な
る
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
か
。

「
上
代
文
献
を
読
む
会
」
で
は
、
こ
の
写
経
識
語
を
古
代
の
第
一
次
文
字
史
料
と
し
て
正
当
に
評
価
し
た
い
と
考
え
、
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訓
読
・
注
解
を
施
す
こ
と
を
企
図
し
た
。
写
経
識
語
へ
の
学
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
方
途
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
識
語
本
文
を
〈
読
む
〉
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
注
釈
原
稿
を
作
成
し
た
研
究
会
「
上
代
文
献
を
読
む
会
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。
当

会
は
、
当
初
、
故
・
吉
永
登
先
生
を
中
心
に
し
て
発
足
し
、
文
学
や
歴
史
学
を
専
攻
す
る
研
究
者
が
集
ま
っ
て
上
代
の

作
品
を
輪
読
し
て
き
た
。『
古
京
遺
文
注
釈
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
）、『
風
土
記
逸
文
注
釈
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、

『
高
橋
氏
文
注
釈
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
が
そ
の
成
果
で
あ
り
、
現
在
は
井
村
哲
夫
先
生
を
代
表
に
仰
ぎ
、
園
田
学

園
女
子
大
学
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
を
会
場
と
し
て
輪
読
と
研
究
発
表
を
続
け
て
い
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
「
上
代
写
経
識
語
注
釈
」
も
文
学
・
史
学
・
語
学
・
佛
教
史
な
ど
各
分
野
を
専
攻
す
る
参
加
者

が
発
表
し
、
月
々
の
例
会
に
お
い
て
議
論
を
深
め
た
。
テ
キ
ス
ト
は
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
奈
良
朝
写
経
』（
奈
良
国
立

博
物
館
、
一
九
八
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
写
経
の
図
版
に
拠
り
、「
上
代
文
献
を
読
む
会
」
の
な
か
で
編
集
委
員
会
（
稲
城
正

己
・
遠
藤
慶
太
（
委
員
長
）・
影
山
尚
之
・
桑
原
祐
子
・
廣
岡
義
隆
の
五
名
）
を
設
け
、
担
当
執
筆
者
を
交
え
て
原
稿
に
検
討
を
加

え
た
。
一
定
の
分
量
が
あ
る
識
語
を
選
ん
で
『
続
日
本
紀
研
究
』
に
公
表
し
た
。
三
八
五
号
（
二
〇
一
〇
年
四
月
）
よ
り
四

〇
二
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
ま
で
、
一
八
回
に
わ
た
り
連
載
を
許
さ
れ
た
続
日
本
紀
研
究
会
関
係
の
方
々
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
。

『
奈
良
朝
写
経
』
所
収
で
は
あ
り
な
が
ら
『
続
日
本
紀
研
究
』
に
は
連
載
し
な
か
っ
た
識
語
、
ま
た
『
奈
良
朝
写
経
』

未
収
だ
が
図
版
に
よ
っ
て
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
識
語
の
類
を
あ
わ
せ
て
五
一
篇
を
も
注
釈
の
対
象
と
し
、

大
幅
に
増
補
を
行
っ
た
。
全
体
の
統
一
を
図
る
意
味
も
あ
り
、
遠
藤
が
加
筆
ま
た
は
調
整
し
た
箇
所
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
す
る
研
究
に
偏
り
が
あ
る
な
か
、
手
探
り
で
進
め
て
き
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。『
続
日
本

紀
研
究
』
掲
載
時
に
有
益
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
お
不
備
や
誤
読
が
存
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
た
め

て
江
湖
諸
先
学
か
ら
広
く
ご
批
正
ご
教
示
を
賜
り
、
写
経
識
語
の
研
究
精
度
を
高
め
た
い
。
ご
批
判
ご
助
言
を
乞
う
次

第
で
あ
る
。

遠
藤
慶
太　
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章 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

神
護
元
・
4
・
20 

417

奈
良
68　
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
巻
第
七（
吉
備
由
利
願
経
） ･･････････････････････････････････････

天
平
神
護
2
・
10
・
8 

420

奈
良
71　
十
誦
律
巻
第
十
七（
称
徳
天
皇
勅
願
一
切
経
・
景
雲
一
切
経
） ･･･････････････････････････････････････

景
雲
2
・
5
・
13 

424

奈
良
73　
大
般
若
経
巻
巻
第
三
百
九
十
五 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

宝
亀
3
・
11
・
1 

435

奈
良
74　
瑜
伽
師
地
論
巻
第
二 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

宝
亀
10
・
3
・
25 
437

奈
良
75　
大
般
若
経
巻
第
百
七
十
六（
坂
上
石
楯
追
善
経
）　

 ････････････････････････････････････････････････

宝
亀
10
・
5
・
― 

439

奈
良
76　
瑜
伽
師
地
論
巻
第
四
十
四 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

宝
亀
11
・
4
・
25 

457

2
．
奈
良
朝
写
経
未
収
識
語 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

459

Ⅰ　
弥
勒
成
仏
経（
石
川
卿
願
経
）････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

天
平
2
・
8
・
― 

461

Ⅱ　
瑜
伽
師
地
論（
和
泉
監
知
識
経
） ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

天
平
2
・
9
・
― 

464

Ⅲ　
大
般
若
経
巻
第
五
百
七
十
八（
石
川
年
足
願
経
） ･････････････････････････････････････････････････････････

天
平
11
・
3
・
15 

469

Ⅳ　
大
宝
積
経（
手
鑑
「
藻
塩
草
」断
簡
） ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

天
平
12
・
3
・
8 

480

Ⅴ　
如
意
輪
陀
羅
尼
経･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

天
平
12
・
4
・
22 

484

Ⅵ　
維
摩
詰
経
巻
第
下･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

勝
宝
2
・
4
・
15 

496

Ⅶ　
大
般
若
経
巻
四
百
二
十
一
ほ
か（
家
原
邑
知
識
経
） ･･････････････････････････････････････････････････････

勝
宝
6
・
9
・
29 

504
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凡　例

Ⅱ
　
論
考
篇 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

519

古
代
文
字
史
料
と
し
て
の
古
写
経
識
語 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

遠
藤
慶
太 

521

写
経
識
語
の
字
形
点
描 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

井
上　

幸 

545

仏
教
信
仰
面
か
ら
み
た
五
月
一
日
経
願
文
の
再
考 ･･･････････････････････････････････････････････････････

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ゥ 

554

奈
良
朝
写
経
題
跋
の
二
つ
の
様
式
―
知
識
と
奉
為

― ･････････････････････････････････････････････････････････

稲
城
正
己 

577

Ⅲ
　
索
引
篇 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

593

上
代
写
経
識
語
要
語
索
引 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

廣
岡
義
隆 

595

『
奈
良
朝
写
経
』
題
跋
の
用
語
の
平
安
期
願
文
等
で
の
使
用
例 ･･････････････････････････････････････････････････････

稲
城
正
己 

641

　
あ
と
が
き ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

683

凡
　
例

一
、【
識
語
番
号
】

・『
奈
良
朝
写
経
』（
次
項
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
連
番
号
に
よ
っ
た
。
五
月
一
日
経
（
23
・
24
・
25
・
26
）、
五
月
十
一
日

経
（
31
・
32
）、
舎
人
国
足
願
経
（
35
、
36
）、
善
光
朱
印
経
（
54
・
58
・
59
）、
吉
備
由
利
願
経
（
68
・
69
・
70
）、
景
雲
一
切
経

（
71
・
72
）
は
、
そ
の
う
ち
一
点
の
識
語
を
代
表
さ
せ
て
注
釈
し
た
。
連
番
で
飛
ん
で
い
る
識
語
は
同
一
内
容
に
よ
る
省
略
で
あ

る
。
ま
た
年
代
順
に
配
列
し
た
た
め
、
番
号
順
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。『
奈
良
朝
写
経
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
識
語

に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
か
ら
七
篇
を
選
び
、
年
代
順
に
Ⅰ
〜
Ⅶ
と
し
た
。

二
、【
翻
刻
】　

・
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
奈
良
朝
写
経
』（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
八
三
年
）
の
写
真
図
版
に
従
い
、
識
語
本
文
を
翻
刻
す
る
。

・
異
体
字
な
ど
を
も
含
め
、
な
る
べ
く
原
文
の
用
字
を
尊
重
す
る
（
旧
字
体
・
新
字
体
の
書
き
分
け
は
底
本
の
ま
ま
）。

・
増
画
・
減
画
な
ど
は
再
現
せ
ず
、
特
徴
的
な
異
体
字
は
【
注
解
】
に
お
い
て
言
及
す
る
。

三
、【
所
在
】

・
対
象
経
典
の
現
蔵
者
を
可
能
な
限
り
記
す
。

四
、【
本
文
加
点
】

・【
翻
刻
】
で
示
す
本
文
に
句
読
・
返
点
を
施
す
。
本
文
の
行
詰
め
は
、
文
意
を
考
慮
し
て
改
め
る
。
先
行
の
翻
刻
と
の
異
同
に
つ

い
て
特
に
採
り
あ
げ
る
べ
き
場
合
は
【
注
解
】
で
記
述
す
る
。

五
、【
訓
読
】

・【
本
文
加
点
】
に
し
た
が
い
訓
読
を
す
る
。
そ
の
際
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
・
常
用
漢
字
体
で
表
記
す
る
。
ま
た
仏
教
語
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
呉
音
読
み
に
従
う
。

六
、【
現
代
語
訳
】

・
訓
読
す
る
本
文
に
つ
い
て
の
現
代
語
訳
を
お
こ
な
う
。
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七
、【
注
解
】

・
訓
読
の
根
拠
や
語
義
・
歴
史
的
意
義
・
仏
教
語
の
用
例
な
ど
、
担
当
者
が
必
要
と
認
め
た
語
に
つ
い
て
解
説
を
お
こ
な
う
。【
翻

刻
】
〜
【
訓
読
】
ま
で
で
出
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
項
目
で
詳
し
い
考
察
を
展
開
す
る
。

八
、【
補
説
】

・
対
象
と
す
る
識
語
内
容
・
経
典
に
つ
い
て
、
担
当
者
が
必
要
と
認
め
た
論
点
を
ま
と
め
る
。

九
、【
参
考
文
献
】

・
対
象
と
す
る
経
典
・
識
語
に
関
す
る
先
行
研
究
を
列
挙
す
る
。

一
〇
、【
原
稿
作
成
者
名
】

・
各
項
目
の
末
尾
に
担
当
執
筆
者
名
を
明
記
す
る
。
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